
２０１４年度（第４９期）  

救助隊活動報告 

 

千葉労山救助隊は各団体より集まった 32名(2015/1/19現在)の隊員で活動をしています。 

２０１４年度の主な救助隊活動は下記の通りです。 

 

【訓練及び例会、勉強会】 

救助隊訓練は偶数月に実施し、例会は毎月・県連事務所で行った。 

 今年度、大きなイベント(チャレンジを含む)の４つを報告します。 

 

１．関東ブロック救助隊深雪訓練/交流集会 

今年度は 2月に開催され、千葉労山救助隊が主管隊として 2013年より万全な準備を行い当日

５４名の参加者を迎え、盛大且つ有意義な訓練ができた。 

 

２．机上訓練 

今年度より梅雨の時期に船橋市県民の森「さざんかの家」にて机上訓練を試行的に実施し、そ

の有効性を得られたため今後も実施していきたい。 

 

３．201４事故防止・経験交流集会 

毎年恒例の教育遭難対策委員会主催の『201４事故防止・経験交流集会』では、『一般ハイキン

グ向け 7 点セットの説明』に於いて、装備の使用方法と注意事項など、安全のための実践的な指

導を行った。また、遭難捜索装置「ヒトココ」の機能や使い方を説明し、実際に捜索体験を実施す

ることでヒトココの有効性を伝えられた。 

 

４．救助隊雪山訓練始め 

 今年度より、１２月の雪山訓練始めとして「土合山の家」をベースに、谷川岳にて雪上技術基礎

訓練を実施した。訓練後は一年を振り返っての意見交換を行い翌日はチームレスキューでのデ

バイス使用方法などを習得した。 



その他、訓練及び例会等は以下の通り 

１月 １８日 関東ブロック救助隊訓練向け、準備訓練：１４名参加 

２０日 例会：１４名参加 

２月 １７日 例会：１３名参加 

２２～２３日 関東ブロック救助隊深雪訓練/交流会：５４名参加(内、千葉労山救助隊２０

名) 

３月 １７日 例会：１２名参加 

２１～２２日 谷川岳天神尾根雪洞訓練：５名参加 

４月 ５日 教遭委員主催 雪上訓練 

１９～２０日 チームレスキュー訓練 

モミソ沢遡行及び、懸垂岩でのロープワーク：１４名参加 

２１日 例会：１２名参加 

５月 １９日 例会：１３名参加 

６月 １６日 例会：１１名参加 

２１～２２日 机上訓練(船橋市県民の森さざんかの家) 

参加者：２４名(内神奈川労山救助隊４名) 

７月 ２３日 例会：１１名参加 

９月 １６日 例会：１０名参加 

２０～２１日 チームレスキュー訓練 

白毛門沢東黒沢でロープワーク訓練、無線機でのコミュニケーション訓練：

雨天中止 

１０月 ２１日 例会：１５名参加 

１１月 ８～９日 実働訓練 

本部設営、無線連携、チーム捜索、搬送、引き揚げ引き降ろし等：雨天中止 

１８日 例会：１３名参加 

２９～３０日 教育遭難委員会主催 事故防止交流会：１５名参加 

１２月 ６～７日 救助隊雪山訓練始め 

雪上技術基礎訓練後、土合山の家にて意見交流会実施：１３名参加 

１月 ２０日 ２０１４年度総会及び例会：１３名参加 

【２０１５年度 救助隊体制】 

救助隊隊長：横山(ちば山) 

救助隊副隊長：関口(船山)、吉田(東葛)、神山(ちば山)、徳永(岳樺) 

事務局長：住田(ちば山)、古畑(岳樺) 

事務局：角掛(こまくさ HC)、渡辺(ちば山) 

 


